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第
四
条
第
四
項
中
「
よ
り
同
項
の
規
定
に
よ
る
」
を
「
か
ら
同
項
の
」
に
、「
又
は
同
項
」
を
「
、
又
は
同
項
」に
、

「
、
議
会
」
を
「
議
会
」
に
、「
左
の
」
を
「
次
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
重
要
港
湾
」
を
「
国
際
戦

略
港
湾
、
国
際
拠
点
港
湾
又
は
重
要
港
湾
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
申
出
」
を
「
規
定
に
よ
る
申
出
」
に
、「
且

つ
、
重
要
港
湾
」
を
「
か
つ
、
国
際
戦
略
港
湾
、
国
際
拠
点
港
湾
又
は
重
要
港
湾
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
、
第
四
十
二
条
第
一
項
並
び
に
第
四
十
三
条
第
一
号
及
び

第
二
号
中
「
重
要
港
湾
」
を
「
国
際
戦
略
港
湾
、
国
際
拠
点
港
湾
又
は
重
要
港
湾
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
の
二
第
二
項
中
「
政
令
で
定
め
る
重
要
港
湾
」
を
「
国
際
戦
略
港
湾
」
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
中
「
重
要
港
湾
」
を
「
国
際
戦
略
港
湾
、
国
際
拠
点
港
湾
又
は
重
要
港
湾
」
に
、「
手
続
」
を
「
と
こ

ろ
」
に
、「
公
表
し
、
且
つ
、
そ
の
写
」
を
「
公
表
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
写
し
」
に
改
め
る
。

第
五
十
条
の
四
第
一
項
及
び
第
五
十
条
の
五
第
一
項
中
「
指
定
特
定
重
要
港
湾
」
を
「
指
定
港
湾
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
中
「
重
要
港
湾
」
を
「
国
際
戦
略
港
湾
、
国
際
拠
点
港
湾
又
は
重
要
港
湾
」
に
、「
設
く
べ
き
」を「
設

け
る
べ
き
」
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
第
一
項
中
「
重
要
港
湾
に
」
を
「
国
際
戦
略
港
湾
、
国
際
拠
点
港
湾
又
は
重
要
港
湾
に
」
に
改
め
、

同
項
第
四
号
中
「
前
三
号
」
を
「
前
各
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
四
号
と

し
、
同
項
第
二
号
中
「
重
要
港
湾
」
を
「
国
際
戦
略
港
湾
、
国
際
拠
点
港
湾
又
は
重
要
港
湾
」
に
改
め
、
同
号
を
同

項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
中
「
重
要
港
湾
が
国
際
海
上
輸
送
網
又
は
国
内
海
上
輸
送
網
」
を「
国
際
戦
略
港
湾
、

国
際
拠
点
港
湾
又
は
重
要
港
湾
が
海
上
輸
送
網
」
に
改
め
、「
係
留
施
設
」
の
下
に
「（
前
号
に
規
定
す
る
係
留
施
設

を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

国
際
戦
略
港
湾
が
長
距
離
の
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
運
送
に
係
る
国
際
海
上
貨
物
輸
送
網
の
拠
点
と
し
て
機
能

す
る
た
め
に
必
要
な
係
留
施
設
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
荷
さ
ば
き
地
の

港
湾
工
事

第
五
十
二
条
第
二
項
中
「
掲
げ
る
割
合
」
を
「
定
め
る
割
合
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
前
項
第
四
号
」を「
前

項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
重
要
港

湾
」
を
「
国
際
戦
略
港
湾
、
国
際
拠
点
港
湾
又
は
重
要
港
湾
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
三
号

中
「
重
要
港
湾
」
を
「
国
際
戦
略
港
湾
、
国
際
拠
点
港
湾
又
は
重
要
港
湾
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、

同
項
第
二
号
中
「
重
要
港
湾
」
を
「
国
際
戦
略
港
湾
、
国
際
拠
点
港
湾
又
は
重
要
港
湾
」
に
、「
前
号
及
び
第
六
号
」

を
「
第
一
号
、
前
号
及
び
第
八
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
一
号
中
「
特
定
重
要
港
湾
」
を

「
国
際
戦
略
港
湾
又
は
国
際
拠
点
港
湾
」
に
、「
国
際
海
上
輸
送
網
」
を
「
国
際
海
上
貨
物
輸
送
網
」
に
、「
第
六
号
」

を
「
第
一
号
及
び
第
八
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

一

国
際
戦
略
港
湾
に
お
け
る
係
留
施
設
で
あ
つ
て
、
前
項
第
一
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の

十
分
の

三
二

前
号
に
掲
げ
る
施
設
に
附
帯
す
る
荷
さ
ば
き
地

三
分
の
一

第
五
十
四
条
の
三
第
一
項
及
び
第
五
十
五
条
の
七
第
一
項
中
「
重
要
港
湾
」
を
「
国
際
戦
略
港
湾
、
国
際
拠
点
港

湾
又
は
重
要
港
湾
」
に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
第
二
項
中
「
重
要
港
湾
」
を
「
国
際
戦
略
港
湾
、
国
際
拠
点
港
湾
又
は
重
要
港
湾
」
に
、「
こ
え
る
」

を
「
超
え
る
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
項
中
「
特
定
重
要
港
湾
」
を
「
国
際
拠
点
港
湾
」
に
改
め
る
。

第
二
条

港
湾
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
・
第
三
条
の
三
」
を
「
e

第
三
条
の
四
」
に
、「
第
七
章

雑
則
（
第
四
十
四
条
e

第
六
十
三
条
）」
を

「
第
七
章

港
湾
運
営
会
社

第
一
節

港
湾
運
営
会
社
の
指
定
等
（
第
四
十
三
条
の
十
一
e

第
四
十
三
条
の
二
十
）

第
二
節

港
湾
運
営
会
社
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
の
議
決
権
の
保
有
制
限
等
（
第
四
十
三
条
の
二
十

第
八
章

雑
則
（
第
四
十
四
条
e

第
六
十
四
条
）

一
e

第
四
十
三
条
の
二
十
四
）」に
改
め
る
。

第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

10

こ
の
法
律
で
「
埠ふ

頭
」
と
は
、
岸
壁
そ
の
他
の
係
留
施
設
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
荷
さ
ば
き
施
設
そ
の
他
の
国

土
交
通
省
令
で
定
め
る
係
留
施
設
以
外
の
港
湾
施
設
の
総
体
を
い
う
。

第
二
条
の
二
を
削
る
。

第
三
条
の
二
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

民
間
の
能
力
を
活
用
し
た
港
湾
の
運
営
そ
の
他
の
港
湾
の
効
率
的
な
運
営
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

第
三
条
の
三
第
二
項
中
「
且
つ
」
を
「
か
つ
」
に
改
め
、「
保
全
に
関
す
る
事
項
」
の
下
に
「
、
港
湾
の
効
率
的
な

運
営
に
関
す
る
事
項
」
を
加
え
る
。

第
一
章
の
二
中
第
三
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
港
湾
計
画
の
変
更
の
提
案
）

第
三
条
の
四

第
四
十
三
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
は
当
該
指
定
に
係
る
国
際
戦
略
港
湾

の
港
湾
管
理
者
に
対
し
て
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
は
そ
の
指
定
を
し
た
港
湾
管
理
者
に

対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
港
湾
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
基
本

方
針
に
即
し
て
、
当
該
提
案
に
係
る
港
湾
計
画
の
素
案
を
作
成
し
て
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
提
案
を
受
け
た
港
湾
管
理
者
は
、
当
該
提
案
に
基
づ
き
港
湾
計
画
を
変
更
す
る
か
否
か
に

つ
い
て
、
遅
滞
な
く
、
当
該
提
案
を
し
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
港
湾
計
画

を
変
更
し
な
い
こ
と
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

第
一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
料
率
表
に
お
い
て
は
、
港
務
局
が
自
ら
定
め
た
料
金
に
係
る
料
率
の
ほ
か
、
第

四
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
た
書
面
に
記
載
さ
れ
た
料
率
又
は
同
条
第
五
項

の
規
定
に
よ
る
通
知
に
係
る
料
率
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
五
条
第
一
項
中
「
を
徴
収
し
よ
う
」
を「（
港
湾
運
営
会
社
が
収
受
す
る
次
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

料
金
を
除
く
。）を
収
受
し
よ
う
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
各
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六

項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

２

港
湾
運
営
会
社
は
、
そ
の
運
営
す
る
埠
頭
群
の
利
用
に
関
す
る
料
金
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
料
金
を

収
受
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
料
率
を
定
め
、
そ
の
指
定
を
し
た
国
土
交
通
大
臣
又
は
国
際
拠
点
港
湾
の
港
湾
管

理
者
に
料
率
を
記
載
し
た
書
面
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
港
湾
運
営
会
社
か
ら
書
面
の
提
出
を
受
け
た
国
土
交
通
大
臣
又
は
国
際
拠
点
港
湾
の
港
湾

管
理
者
は
、
当
該
書
面
に
記
載
さ
れ
た
料
率
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
港

湾
運
営
会
社
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
そ
の
料
率
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

特
定
の
利
用
者
に
対
し
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
。

二

社
会
的
経
済
的
事
情
に
照
ら
し
て
著
し
く
不
適
切
で
あ
り
、
利
用
者
が
当
該
埠
頭
群
を
利
用
す
る
こ
と
を
著

し
く
困
難
に
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
で
あ
る
と
き
。

４

第
四
十
三
条
の
十
一
第
十
項
の
規
定
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

命
令
を
し
な
い
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
当
該
港
湾
運
営
会
社
の
指
定
に
係
る
国
際
戦
略
港
湾
の
港
湾
管
理
者
に
当

該
書
面
の
内
容
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
条
の
四
を
削
る
。
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